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博
士
論
文
『
豊
臣
政
権
期
南
部
信
直
権
力
と
文
書
』
論
文
要
約
熊
谷
隆
次
は
じ
め
に
本
論
文
は
、
北
奥
の
「
豊
臣
大
名
」
南
部
信
直
の
権
力
構
造
と
、
そ
の
領
主
（
領
域
権
力
）
と
し
て
の
領
国
支
配
の
実
態
を
、
古
文
書
学
と
歴
史
学
を
通
し
て
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
こ
の
課
題
解
決
の
た
め
、
中
近
世
古
文
書
学
、
豊
臣
政
権
と
「
奥
羽
仕
置
」
お
よ
び
南
部
信
直
、
こ
の
両
者
の
研
究
史
の
整
理
か
ら
、
以
下
の
点
が
未
解
決
・
未
検
証
の
ま
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
①
「
奥
羽
仕
置
」
論
・
「
豊
臣
政
権
論
」・
「
幕
藩
制
構
造
論
」
の
な
か
で
学
説
的
に
定
着
を
み
て
い
た
「
東
国
政
策
」
を
め
ぐ
る
「
派
閥
抗
争
」
論
が
、
山
本
博
文
氏
（
『
幕
藩
制
の
成
立
と
近
世
の
国
制
』1990
年
）
の
「
取
次
」
論
の
登
場
に
よ
り
再
検
討
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
。
②
戦
国
期
研
究
・
戦
国
期
文
書
論
が
提
示
す
る
「
側
近
層
の
台
頭
に
よ
る
当
主
専
制
的
な
体
制
」
と
、
近
世
史
研
究
・
近
世
古
文
書
学
が
提
示
す
る
近
世
初
期
（
寛
永
期
以
前
）
の
「
主
君
親
裁
体
制
」
「
側
近
政
治
」
の
連
続
性
が
未
検
証
の
ま
で
あ
る
こ
と
。
③
「
奥
羽
仕
置
」
論
の
な
か
で
常
に
用
い
ら
れ
て
来
た
、
南
部
信
直
宛
の
天
正
十
八
年
七
月
二
十
七
日
付
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
（
「
覚
」
五
ヵ
条
）
が
、
ほ
ぼ
条
文
解
釈
に
よ
る
政
策
論
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
各
条
文
の
実
施
の
有
無
等
が
実
証
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
本
論
文
の
課
題
と
こ
の
研
究
史
上
の
未
解
決
・
未
検
証
の
部
分
を
関
連
づ
け
解
明
す
る
視
角
と
し
て
、
次
の
点
を
設
定
し
た
。
①
有
力
大
名
で
あ
る
前
田
利
家
と
南
部
信
直
と
の
関
係
を
「
取
次
」
論
と
「
派
閥
抗
争
」
論
か
ら
検
討
し
直
す
こ
と
。
②
「
主
君
親
裁
体
制
」
を
豊
臣
政
権
期
で
確
認
す
る
た
め
、
信
直
発
給
文
書
の
う
ち
特
に
書
状
を
分
析
す
る
こ
と
。
③
「
主
君
親
裁
体
制
」
を
と
る
大
名
の
権
限
領
域
が
蔵
入
地
支
配
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
覚
」
五
ヵ
条
の
う
ち
第
三
条
に
あ
る
「
台
所
入
、
丈
夫
ニ
召
置
」
の
部
分
の
検
証
も
か
ね
て
、
こ
れ
を
信
直
の
蔵
入
地
支
配
か
ら
検
証
す
る
こ
と
。
以
上
の
課
題
と
視
角
か
ら
分
析
し
た
き
た
内
容
を
、
下
記
に
要
約
す
る
。
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一
「
取
次
」
と
領
国
支
配
１
「
取
次
」
論
と
「
派
閥
抗
争
」
論
従
来
、
「
豊
臣
大
名
」
に
よ
る
領
国
支
配
と
豊
臣
政
権
と
を
結
び
つ
け
て
分
析
す
る
際
、
太
閤
検
地
と
太
閤
蔵
入
地
、
こ
の
二
つ
の
テ
ー
マ
が
主
流
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
南
部
領
で
は
太
閤
検
地
は
実
施
さ
れ
ず
、
ま
た
太
閤
蔵
入
地
も
存
在
し
な
い
。
こ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、
山
本
博
文
氏
が
提
言
し
た
「
取
次
」
論
を
も
と
に
、
「
豊
臣
大
名
」
に
よ
る
領
国
支
配
と
豊
臣
政
権
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。
山
本
氏
は
、
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
十
一
月
二
十
日
付
の
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
に
よ
り
、
有
力
大
名
の
徳
川
家
康
に
代
わ
り
、
秀
吉
側
近
の
浅
野
長
吉
（
の
ち
長
政
）
・
幸
長
父
子
が
南
部
信
直
・
伊
達
政
宗
ら
東
国
大
名
の
「
取
次
」
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
約
一
年
半
後
の
文
禄
四
年
七
月
の
「
秀
次
事
件
」
に
連
座
し
て
浅
野
長
吉
・
幸
長
父
子
は
失
脚
さ
せ
ら
れ
、
伊
達
政
宗
・
最
上
義
光
も
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
た
。
「
取
次
」
と
し
て
奥
州
の
大
名
に
関
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
浅
野
父
子
や
伊
達
氏
に
対
す
る
こ
の
処
遇
は
、
従
来
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
本
論
文
で
は
、
奥
州
だ
け
で
な
く
北
羽
の
動
向
に
も
着
目
し
、
「
奥
羽
仕
置
」
以
来
、
秋
田
氏
の
「
取
次
」
を
務
め
て
き
た
木
村
重
茲
（
秀
次
家
臣
）
と
木
下
吉
隆
（
秀
吉
右
筆
）
が
粛
清
さ
れ
、
代
わ
り
に
秀
吉
の
側
近
長
束
正
家
が
「
取
次
」
に
就
任
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
山
本
博
文
氏
は
、
権
力
中
枢
が
機
構
と
し
て
成
立
し
て
い
な
い
た
め
、
豊
臣
政
権
内
の
派
閥
の
存
在
を
消
極
的
に
し
か
認
め
ず
、
す
べ
て
が
絶
対
者
秀
吉
に
直
結
す
る
体
制
で
あ
っ
た
と
提
言
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
秀
次
事
件
」
を
め
ぐ
る
秀
次
系
の
奥
羽
大
名
の
粛
清
、
北
羽
の
「
取
次
」
の
配
置
転
換
は
、
秀
吉
側
近
に
よ
る
奥
羽
を
対
象
と
し
た
中
央
集
権
強
化
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
「
集
権
派
」
お
よ
び
「
派
閥
抗
争
」
論
を
媒
介
項
と
し
て
分
析
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
秀
次
事
件
」
で
奥
羽
の
地
が
動
揺
す
る
な
か
、
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
か
ら
同
三
年
の
間
、
南
部
信
直
と
そ
の
嫡
子
利
正
（
の
ち
「
利
直
」
）
が
、
「
伏
見
作
事
板
」
の
廻
漕
等
を
命
じ
る
朱
印
状
の
受
給
に
あ
た
っ
て
、
一
貫
し
て
前
田
利
家
を
「
取
次
」
と
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
浅
野
長
吉
は
、
「
秀
次
事
件
」
で
失
脚
し
た
後
、
慶
長
三
年
に
い
た
る
も
い
ま
だ
「
上
様
御
言
葉
も
か
ゝ
ら
ず
」
「
御
前
（
豊
臣
秀
吉
）
悪
候
」
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。
前
田
利
家
は
「
秀
次
事
件
」
以
後
、
在
京
と
豊
臣
秀
頼
の
補
佐
を
命
じ
ら
れ
、
「
太
閤
権
力
」
「
公
儀
」
の
中
枢
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
山
本
氏
は
「
取
次
」
に
つ
い
て
、
有
力
大
名
か
ら
秀
吉
側
近
へ
と
い
う
シ
ェ
ー
マ
を
提
示
し
た
が
、
本
論
文
で
は
、
文
禄
末
年
・
慶
長
初
期
は
、
「
秀
次
事
件
」
以
後
（
文
禄
末
期
・
慶
長
初
期
）
の
政
治
過
程
を
お
さ
え
た
上
で
、
「
派
閥
抗
争
」
論
・
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「
取
次
」
論
を
止
揚
さ
せ
て
分
析
す
べ
き
こ
と
を
提
言
し
た
。
慶
長
二
年
の
信
直
の
伏
見
参
勤
が
、
わ
ず
か
三
ヵ
月
ほ
ど
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
に
し
た
。
秀
吉
に
謁
見
（
「
御
礼
」
）
し
た
後
、
「
伏
見
作
事
板
」
の
廻
漕
を
命
じ
る
朱
印
状
の
発
給
を
受
け
、
そ
の
後
は
速
や
か
に
帰
国
し
て
廻
漕
業
務
に
服
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
、
北
奥
羽
の
領
主
層
に
は
形
成
さ
れ
て
い
た
。
従
来
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
佐
竹
氏
の
場
合
、
伏
見
参
勤
が
伏
見
城
の
普
請
（
軍
役
）
の
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
信
直
や
秋
田
氏
を
含
む
北
奥
羽
の
大
名
ら
が
、
伏
見
城
の
普
請
に
関
与
し
た
形
跡
は
な
く
、「
伏
見
作
事
板
」
の
廻
漕
を
命
じ
ら
れ
た
事
実
が
確
認
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
断
言
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
伏
見
城
の
築
城
に
つ
い
て
、
北
奥
羽
の
大
名
ら
は
「
普
請
」
で
は
な
く
、
「
作
事
」
に
用
い
る
杉
板
（
伏
見
作
事
板
）
の
廻
漕
を
「
軍
役
」
と
し
て
賦
課
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
奥
羽
仕
置
」
論
の
な
か
で
「
参
勤
」
を
「
軍
役
」
と
し
て
意
義
づ
け
て
き
た
提
言
は
、
奥
羽
の
大
名
の
場
合
、
修
正
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
信
直
宛
の
慶
長
三
年
三
月
二
十
七
日
付
朱
印
状
に
つ
い
て
、
秋
田
氏
領
内
の
「
浅
利
騒
動
」
の
ほ
か
、
病
や
醍
醐
の
花
見
で
多
忙
を
極
め
る
前
田
利
家
の
個
人
的
事
情
等
に
よ
り
、
か
な
り
発
給
が
遅
延
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
伏
見
滞
在
の
期
間
の
延
長
は
、
結
果
と
し
て
領
国
不
在
期
間
の
延
長
と
な
る
。
慶
長
初
期
、
豊
臣
政
権
に
服
属
し
「
豊
臣
大
名
」
と
し
て
存
続
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
伏
見
に
お
い
て
「
取
次
」
と
折
衝
を
重
ね
る
こ
と
で
も
あ
り
、
領
国
不
在
に
よ
る
直
接
統
治
の
困
難
さ
と
い
う
矛
盾
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
２
嫡
子
在
国
と
「
主
君
親
裁
体
制
」
戦
国
期
研
究
・
戦
国
期
文
書
論
は
、「
側
近
の
台
頭
に
よ
る
当
主
専
制
的
な
体
制
」
を
提
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
近
世
史
研
究
・
近
世
古
文
書
学
は
、
近
世
初
期
（
寛
永
期
）
以
前
、
大
名
家
で
は
家
老
合
議
制
（
家
老
執
政
制
）
が
未
成
立
で
、「
主
君
親
裁
体
制
」
を
と
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
「
当
主
専
制
的
な
体
制
」
と
「
主
君
親
裁
体
制
」
と
の
連
続
性
・
継
承
性
に
つ
い
て
、
信
直
の
領
国
不
在
期
間
の
領
国
統
治
か
ら
検
討
し
た
。
信
直
は
、
天
正
十
九
年
か
ら
慶
長
四
年
ま
で
の
九
年
間
、
名
護
屋
在
陣
（
文
禄
元
年
正
月
頃
～
同
二
年
十
一
月
）
と
伏
見
参
勤
（
慶
長
二
年
十
一
月
～
同
三
年
四
月
頃
）
で
、
約
二
年
半
の
間
（
と
も
に
移
動
日
を
含
む
）
、
領
国
を
不
在
に
し
た
。
こ
の
領
国
不
在
時
に
信
直
は
、
領
国
統
治
の
実
権
（
外
交
権
、
家
臣
支
配
権
、
蔵
入
地
管
理
権
等
）
を
掌
握
し
続
け
て
い
た
。
こ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
在
国
す
る
嫡
子
利
正
に
よ
る
「
留
守
居
」
と
側
近
に
よ
る
そ
の
補
佐
、
そ
し
て
側
近
に
対
す
る
書
状
に
よ
る
指
示
で
あ
っ
た
。
「
留
守
居
」
で
あ
る
利
正
の
権
限
は
、
「
親
」
信
直
か
ら
「
子
」
と
し
て
の
地
位
に
よ
り
預
託
さ
れ
た
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も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
信
直
は
伏
見
参
勤
中
、
「
留
守
居
」
を
任
せ
て
い
た
嫡
子
利
直
が
鷹
狩
に
出
た
際
、
八
戸
家
の
前
当
主
八
戸
直
栄
（
文
禄
四
年
没
）
の
正
妻
で
あ
っ
た
娘
千
代
子
に
、
居
城
福
岡
城
の
「
留
守
居
」
を
依
頼
し
て
い
た
。
領
主
権
力
の
中
核
で
あ
る
居
城
の
「
留
守
居
」
を
自
分
の
子
に
限
定
し
て
い
た
こ
と
は
、
信
直
権
力
が
「
家
」
権
力
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
こ
の
「
家
」
権
力
と
し
て
の
信
直
の
政
治
体
制
を
「
主
君
親
裁
体
制
」
、
ま
た
側
近
に
よ
る
補
佐
の
事
実
か
ら
、
そ
の
実
際
の
政
務
運
営
を
「
側
近
政
治
」
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
利
正
は
し
だ
い
に
信
直
の
意
思
を
相
対
化
し
、
文
禄
期
以
降
、
専
制
的
な
指
向
を
示
す
よ
う
に
な
り
、
慶
長
初
期
に
は
信
直
と
は
独
立
し
た
人
格
を
備
え
た
政
務
代
行
者
と
し
て
の
地
位
を
築
き
始
め
た
。
こ
れ
は
、
利
正
の
書
状
か
ら
判
明
し
た
も
の
で
、
利
正
は
、
信
直
の
名
護
屋
在
陣
期
、
伏
見
参
勤
期
と
段
階
的
に
書
状
様
式
を
改
変
し
て
薄
礼
化
・
尊
大
化
を
進
め
、
や
が
て
非
書
状
様
式
の
文
書
を
出
す
ま
で
に
い
た
っ
た
。
そ
の
薄
礼
化
・
尊
大
化
は
、
印
判
（
黒
印
）
の
使
用
開
始
と
同
時
に
進
め
ら
れ
た
。
利
正
は
、
一
字
「
利
」
を
下
賜
し
た
前
田
利
家
を
烏
帽
子
親
と
し
、
ま
た
慶
長
初
期
、
「
伏
見
作
事
板
」
の
廻
漕
を
命
じ
る
朱
印
状
の
受
給
等
の
際
に
、
利
家
を
「
取
次
」
に
し
て
い
た
。
そ
の
前
田
利
家
が
用
い
て
い
た
印
判
を
利
正
は
模
倣
し
て
大
型
の
印
判
を
作
り
、
信
直
の
領
国
不
在
中
の
文
禄
二
年
頃
か
ら
家
督
を
継
承
す
る
慶
長
四
年
ま
で
用
い
続
け
た
。
前
田
利
家
の
権
威
を
背
景
に
、
領
国
統
治
を
進
め
よ
う
と
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
天
正
二
十
年
、
信
直
の
肥
前
名
護
屋
在
陣
中
、
利
正
は
「
家
中
」
に
対
し
て
「
元
服
書
」
を
発
給
し
て
「
正
」
の
一
字
を
下
賜
し
、
直
臣
の
拡
大
を
図
っ
て
い
た
。
父
子
一
体
の
も
の
と
し
て
存
立
し
て
い
た
「
家
」
権
力
と
し
て
の
南
部
氏
権
力
が
、
利
正
の
専
制
性
と
尊
大
な
指
向
に
よ
り
、
信
直
権
力
と
利
正
権
力
へ
と
二
元
的
に
分
離
す
る
傾
向
を
見
せ
て
い
た
。
こ
の
南
部
氏
権
力
の
二
元
的
側
面
は
、
利
正
が
文
禄
四
年
頃
に
従
五
位
下
・
信
濃
守
に
叙
任
さ
れ
て
豊
臣
政
権
内
で
の
地
位
を
得
た
こ
と
、
「
伏
見
作
事
板
」
の
廻
漕
業
務
を
命
じ
る
朱
印
状
を
発
給
さ
れ
る
主
体
と
な
り
、
そ
の
在
国
と
領
国
統
治
を
豊
臣
秀
吉
・
前
田
利
家
か
ら
公
認
さ
れ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
南
部
氏
の
領
国
不
在
の
実
態
に
つ
い
て
、
「
上
洛
御
免
」
を
受
け
た
文
禄
三
年
を
除
き
、
信
直
・
利
正
父
子
が
ほ
ぼ
交
互
に
在
名
護
屋
・
在
京
・
在
伏
見
を
行
っ
て
お
り
、
結
果
と
し
て
在
国
も
ほ
ぼ
交
互
に
行
わ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
父
子
と
も
に
在
国
す
る
期
間
も
あ
っ
た
め
、
在
国
と
在
京
・
在
伏
見
の
期
間
が
制
度
化
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
「
覚
」
五
ヵ
条
の
第
二
条
に
あ
る
「
妻
子
」
の
「
定
在
京
」
に
つ
い
て
、
嫡
子
（
「
子
」
）
の
常
時
在
京
（
在
伏
見
）
は
、
強
制
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
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二
文
書
論
と
「
主
君
親
裁
体
制
」
１
権
力
形
成
と
文
書
信
直
は
、
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
の
ク
ー
デ
タ
ー
で
、
庶
流
か
ら
南
部
惣
領
家
の
家
督
に
就
任
し
た
。
家
督
を
継
い
だ
翌
天
正
十
年
か
ら
、
戦
国
期
の
名
字
状
を
も
と
に
「
元
服
書
」
を
創
出
し
、
譜
代
の
嫡
子
や
幼
少
当
主
を
対
象
に
、
「
直
」
の
一
字
を
授
与
し
て
主
従
関
係
を
結
ん
だ
の
は
、
「
家
中
」
内
で
速
や
か
に
権
力
基
盤
を
形
成
・
確
立
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
天
正
十
年
時
の
「
元
服
書
」
は
発
給
者
を
記
さ
ず
、
書
札
様
文
書
と
し
て
の
様
式
を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
天
正
十
六
年
に
は
、
新
た
に
「
源
朝
臣
信
直
」
を
つ
け
加
え
る
こ
と
で
書
札
様
化
を
進
め
、
ま
た
当
主
権
の
強
化
を
図
っ
た
。
こ
の
天
正
十
六
年
に
「
元
服
書
」
の
基
本
型
が
完
成
し
た
。
た
だ
し
、
「
元
服
書
」
は
、
天
正
二
十
年
（
文
禄
元
年
）
を
最
後
に
発
給
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
前
年
の
天
正
十
九
年
九
月
、
敵
対
す
る
有
力
一
族
の
九
戸
氏
・
七
戸
氏
ら
一
揆
勢
が
豊
臣
政
権
軍
に
よ
り
殲
滅
さ
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
壮
年
期
あ
る
い
は
元
服
ま
も
な
い
若
い
世
代
の
「
親
類
」
「
一
家
」
の
嫡
子
・
嫡
孫
や
幼
少
当
主
の
多
く
が
、
同
年
ま
で
に
「
元
服
書
」
や
名
字
状
等
を
授
与
さ
れ
て
「
直
」
の
一
字
を
授
与
さ
れ
、
ま
た
「
南
部
」
を
名
字
と
す
る
族
縁
的
集
団
（
「
同
名
」
）
を
形
成
し
、
信
直
権
力
を
支
え
る
基
盤
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
天
正
二
十
年
は
、
信
直
権
力
確
立
の
画
期
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。「
元
服
書
」
は
、
天
正
期
後
半
、
当
主
権
力
の
形
成
・
確
立
期
に
求
め
ら
れ
た
戦
国
期
の
文
書
で
あ
り
、
信
直
が
豊
臣
政
権
の
も
と
で
当
主
権
力
を
確
立
さ
せ
た
天
正
二
十
年
を
最
後
に
、
そ
の
役
割
を
終
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
山
室
氏
は
、
判
物
か
ら
印
判
状
へ
の
転
化
に
、
「
人
格
的
・
個
別
的
」
支
配
か
ら
「
非
人
格
的
・
官
僚
制
的
」
支
配
を
見
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
人
格
的
・
個
別
的
」
支
配
の
文
書
に
属
す
る
「
元
服
書
」
の
消
滅
は
、
あ
く
ま
で
も
当
主
権
の
確
立
と
い
う
役
割
を
終
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
信
直
権
力
が
「
人
格
的
・
個
別
的
」
支
配
を
廃
し
、
「
非
人
格
的
・
官
僚
制
的
」
支
配
に
転
化
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
「
家
中
」
支
配
の
確
立
、
主
従
制
強
化
の
問
題
で
あ
る
。
２
「
主
君
親
裁
体
制
」
と
「
側
近
政
治
」
「
元
服
書
」
の
よ
う
に
消
失
し
て
い
く
文
書
が
あ
る
一
方
、
新
た
に
創
出
さ
れ
る
文
書
も
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
が
、
蔵
入
地
代
官
宛
の
文
書
で
あ
る
。
信
直
が
「
主
君
親
裁
体
制
」
を
と
っ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
確
認
し
た
が
、
近
世
史
研
究
・
近
世
古
文
書
学
が
「
主
君
親
裁
体
制
」
の
も
と
で
の
大
名
の
権
限
領
域
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と
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
が
蔵
入
地
支
配
で
あ
り
、
権
力
手
段
と
し
て
用
い
て
い
た
と
し
た
の
が
書
状
で
あ
る
。
信
直
に
よ
る
蔵
入
地
支
配
と
代
官
木
村
秀
勝
宛
の
発
給
文
書
か
ら
、
豊
臣
政
権
期
に
お
け
る
「
主
君
親
裁
体
制
」
の
実
態
を
検
討
し
た
。
信
直
が
秀
勝
に
発
給
し
た
文
書
の
ほ
ぼ
全
て
が
、
書
状
で
あ
る
。
そ
の
料
紙
に
は
、
戦
国
期
以
来
、
南
部
領
内
で
用
い
ら
れ
て
き
た
竪
紙
に
加
え
て
、
略
式
と
さ
れ
る
折
紙
が
新
た
に
採
用
さ
れ
た
。
ま
た
、
書
止
文
言
に
「
以
上
、
か
し
く
」「
か
し
く
」
を
用
い
る
な
ど
、
薄
礼
で
略
式
な
様
式
も
採
用
さ
れ
て
い
た
。
身
分
が
低
い
代
官
宛
の
文
書
と
す
る
た
め
、
書
状
の
形
状
・
様
式
を
意
図
的
に
改
変
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
な
お
、
書
状
に
は
印
判
が
捺
さ
れ
て
い
た
が
、
薄
礼
・
略
式
で
事
務
的
・
随
時
的
指
示
文
書
で
あ
る
た
め
、
本
論
文
で
は
こ
の
文
書
名
を
「
印
判
状
」
と
せ
ず
、
「
書
状
」
と
し
た
。
ま
た
、
扶
持
米
等
に
関
わ
る
受
給
文
書
の
場
合
、
付
年
号
を
付
し
、
切
紙
を
用
い
る
な
ど
、
よ
り
略
式
で
事
務
的
な
様
式
の
文
書
と
な
っ
て
お
り
、
本
稿
で
は
こ
れ
も
「
印
判
状
」
と
せ
ず
、「
黒
印
状
」
と
仮
称
し
た
。
折
紙
と
印
判
は
、
豊
臣
政
権
へ
の
服
属
を
機
に
使
用
し
始
め
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
折
紙
と
印
判
を
用
い
た
書
状
に
よ
る
蔵
入
地
管
理
の
方
式
が
、
豊
臣
政
権
期
に
入
っ
て
始
ま
っ
た
こ
と
を
実
証
し
た
。
信
直
は
、
書
状
だ
け
で
な
く
、
自
ら
新
田
村
に
下
向
し
、
木
村
秀
勝
に
対
し
て
直
接
発
す
る
口
頭
伝
達
と
書
状
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
も
指
示
を
出
し
て
い
た
。
当
主
信
直
を
迎
え
入
れ
た
代
官
所
は
仮
の
政
庁
と
し
て
機
能
し
、
秀
勝
は
信
直
に
近
侍
し
て
、
口
頭
に
よ
る
直
接
の
指
示
に
従
っ
て
代
官
職
を
執
行
し
て
い
た
。
秀
勝
は
代
官
就
任
以
前
に
「
側
近
」
と
し
て
多
種
多
様
な
機
能
を
果
た
し
て
い
た
が
、
代
官
就
任
後
も
新
田
村
に
下
向
し
た
信
直
の
「
側
近
」
と
し
て
そ
の
役
割
を
果
た
し
、
家
政
機
関
あ
る
い
は
権
力
体
の
一
部
を
構
成
し
て
い
た
。
「
側
近
」
と
し
て
の
性
質
を
維
持
し
た
代
官
を
、
「
主
君
親
裁
体
制
」
の
も
と
で
の
「
側
近
政
治
」
の
一
つ
の
あ
り
方
と
し
て
提
示
し
た
。
こ
の
木
村
秀
勝
の
分
析
の
中
か
ら
判
明
し
た
の
が
、
文
禄
期
・
慶
長
初
期
、
木
村
秀
勝
だ
け
で
な
く
、
楢
山
義
実
・
桜
庭
光
康
・
四
戸
直
武
・
小
笠
原
直
吉
・
野
田
直
盛
・
野
田
正
親
・
鳥
屋
孫
四
郎
・
主
水
ら
、
多
く
の
側
近
ま
た
は
直
臣
の
存
在
で
あ
る
。
信
直
は
、
嫡
子
利
正
の
補
佐
、
宿
駅
伝
馬
制
、
城
郭
普
請
等
に
つ
い
て
書
状
に
よ
っ
て
彼
ら
に
指
示
を
与
え
、
ま
た
使
者
と
し
て
伏
見
や
領
内
各
所
に
派
遣
し
て
お
り
、
「
主
君
親
裁
体
制
」
の
も
と
で
「
側
近
政
治
」「
出
頭
人
政
治
」
を
担
う
存
在
を
解
明
で
き
た
。
な
お
、
同
じ
側
近
で
も
、
楢
山
義
実
は
「
面
む
き
の
儀
」
（
外
交
・
家
臣
支
配
等
）
を
、
小
笠
原
直
吉
は
「
内
々
ノ
事
」
（
家
政
）
を
担
当
す
る
「
家
老
」
と
し
て
信
直
権
力
の
中
枢
を
構
成
し
、
そ
の
他
の
側
近
・
直
臣
は
そ
の
「
家
老
」
の
も
と
に
系
列
化
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
個
々
に
信
直
に
直
結
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
執
行
し
て
い
た
。
権
力
体
が
機
構
と
し
て
成
立
し
て
お
ら
ず
、
当
主
信
直
に
外
交
・
家
臣
支
配
・
家
政
の
諸
権
限
が
集
中
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
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３
書
状
の
変
容
と
領
国
統
治
信
直
文
書
は
、
現
在
一
四
〇
通
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
約
八
割
（
一
八
通
）
が
書
状
で
あ
る
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
信
直
文
書
の
基
本
は
、
書
状
で
あ
る
。
そ
の
信
直
書
状
の
う
ち
、
天
正
末
期
の
書
状
の
料
紙
は
、
楮
紙
・
竪
紙
で
あ
る
。
戦
国
期
南
部
領
の
領
主
間
で
交
わ
さ
れ
て
い
た
文
書
は
、
現
在
確
認
で
き
る
も
の
は
、
す
べ
て
楮
紙
・
竪
紙
の
書
状
で
あ
る
。
文
書
に
限
定
し
て
言
え
ば
、
天
正
末
期
の
信
直
が
、
領
主
と
し
て
の
権
力
を
発
動
す
る
際
の
手
段
と
し
て
、
ま
た
意
思
疎
通
の
手
段
と
し
て
、
戦
国
期
の
書
札
礼
を
踏
襲
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
信
直
は
豊
臣
政
権
へ
の
服
属
を
契
機
に
、
こ
の
竪
紙
の
書
状
を
、
領
国
支
配
の
整
備
と
外
交
等
の
た
め
、
奥
羽
仕
置
、
九
戸
一
揆
、
名
護
屋
在
陣
、
在
国
、
伏
見
参
勤
、
在
国
の
各
段
階
ご
と
に
改
変
し
、
新
た
な
文
書
様
式
（
判
物
〈
知
行
宛
行
状
〉
・
印
判
状
〈
過
所
・
伝
馬
手
形
〉
・
黒
印
状
）
を
創
出
し
て
い
っ
た
。
こ
の
文
書
の
様
式
・
形
状
の
変
容
に
つ
い
て
、
特
に
注
目
し
た
の
が
署
判
の
種
類
（
花
押
・
略
押
・
「
判
」
・
印
判
〈
黒
印
〉
）
と
そ
の
使
用
期
間
（
始
期
・
終
期
）
で
あ
る
。
正
式
な
花
押
は
、
二
種
類
確
認
さ
れ
て
い
る
。
最
初
の
花
押
は
Ａ
型
で
、
「
奥
羽
仕
置
」
直
後
の
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
十
月
を
初
出
と
し
、
終
期
は
翌
十
九
年
十
二
月
で
あ
る
。
そ
の
後
、
翌
文
禄
元
年
前
半
頃
、
名
護
屋
参
陣
中
に
Ｂ
型
に
切
り
替
え
た
。
略
式
な
署
判
は
二
種
類
あ
り
、
略
式
な
花
押
（
略
押
）
と
「
判
」
で
あ
る
。
略
押
は
、
九
戸
一
揆
中
の
天
正
十
九
年
七
月
が
初
出
で
、
文
禄
四
年
八
月
、
そ
の
使
用
を
停
止
す
る
。
「
判
」
は
、
九
戸
一
揆
中
の
天
正
十
九
年
四
月
が
初
出
で
、
信
直
晩
年
の
慶
長
四
年
ま
で
用
い
続
け
た
。
印
判
（
黒
印
）
の
最
初
は
Ⅰ
型
で
、
文
禄
元
年
の
肥
前
名
護
屋
参
陣
中
に
制
作
し
、
使
用
し
始
め
た
。
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
五
月
が
初
出
で
、
翌
三
年
四
月
ま
で
使
用
が
確
認
さ
れ
る
。
文
禄
三
年
四
月
か
ら
同
四
年
四
月
ま
で
の
在
国
中
の
間
に
、
Ⅰ
型
か
ら
Ⅱ
型
に
切
り
替
え
た
。
Ⅱ
型
の
使
用
は
、
慶
長
三
年
七
月
ま
で
確
認
さ
れ
る
た
め
、
信
直
の
晩
年
ま
で
用
い
続
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
か
ら
、
文
禄
元
年
の
名
護
屋
参
陣
を
契
機
に
、
花
押
の
切
り
替
え
（
Ａ
型
か
ら
Ｂ
型
へ
）
と
印
判
（
Ⅰ
型
）
の
使
用
が
始
ま
り
、
在
国
期
の
文
禄
期
、
印
判
の
切
り
替
え
（
Ⅰ
型
か
ら
Ⅱ
型
へ
）
と
略
押
の
消
滅
が
起
こ
っ
て
い
る
。
文
禄
期
は
、
戦
国
期
に
起
源
を
も
つ
と
推
定
さ
れ
る
署
判
が
消
え
る
と
も
に
、
新
た
な
署
判
が
登
場
し
た
。
判
物
（
花
押
Ａ
型
を
据
え
る
）
は
、
外
交
書
状
と
知
行
宛
行
状
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
知
行
宛
行
状
は
、
戦
国
期
に
は
な
い
文
書
様
式
で
あ
る
。
九
戸
一
揆
鎮
圧
後
の
戦
後
処
理
の
た
め
、
時
期
を
天
正
十
九
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年
、
宛
行
地
域
を
新
所
領
の
和
賀
郡
・
稗
貫
郡
・
岩
手
郡
南
部
・
糠
部
郡
九
戸
に
限
定
し
て
発
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
天
正
十
九
年
九
月
か
ら
同
十
二
月
ま
で
の
間
、
宛
所
の
身
分
・
地
位
に
照
応
さ
せ
な
が
ら
、
書
状
様
式
（
年
付
、
書
止
文
言
、
追
而
書
「
以
上
」
）
を
漸
次
改
変
さ
せ
な
が
ら
、
正
式
な
知
行
宛
行
状
と
し
て
の
様
式
を
整
え
て
い
っ
た
。
山
室
恭
子
氏
に
よ
れ
ば
、
信
直
は
印
判
状
を
発
給
し
て
い
な
い
大
名
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
信
直
が
名
護
屋
か
ら
帰
国
し
た
文
禄
期
、
幹
線
街
道
の
支
配
権
、
湊
の
支
配
権
等
、
領
国
統
治
権
（
公
権
的
支
配
権
）
の
掌
握
と
強
化
を
図
り
、
印
判
状
の
一
つ
で
あ
る
過
所
と
伝
馬
手
形
を
発
給
し
は
じ
め
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
過
所
・
伝
馬
手
形
も
、
書
状
様
式
を
改
変
さ
せ
た
も
の
で
、
署
判
に
印
判
（
黒
印
）
を
据
え
、
過
所
の
場
合
は
、
形
状
に
小
切
紙
を
用
い
る
な
ど
、
略
式
・
薄
礼
で
事
務
的
な
文
書
で
あ
っ
た
。
信
直
が
、
豊
臣
政
権
へ
の
服
属
を
契
機
に
、
書
状
を
も
と
に
し
て
「
側
近
政
治
」
や
領
国
統
治
権
（
公
権
的
支
配
権
）
に
関
わ
る
文
書
を
新
た
に
創
出
し
て
い
っ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。
こ
の
点
か
ら
、
南
部
氏
が
、
戦
国
期
の
領
主
権
力
か
ら
近
世
の
領
主
権
力
（
領
域
権
力
）
へ
と
転
換
し
た
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。三
「
主
君
親
裁
体
制
」
と
蔵
入
地
支
配
１
領
国
支
配
の
強
化
と
代
官
所
の
設
置
本
論
文
の
目
的
の
一
つ
は
、
戦
国
期
の
「
側
近
層
の
台
頭
に
よ
る
当
主
専
制
的
な
体
制
」
と
近
世
初
期
の
「
主
君
親
裁
体
制
」
の
連
続
性
・
継
承
性
を
、
豊
臣
政
権
期
で
検
証
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
文
禄
・
慶
長
初
期
の
「
主
君
親
裁
体
制
」
の
も
と
で
の
蔵
入
地
支
配
の
実
態
解
明
を
行
っ
た
。
信
直
は
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
に
五
戸
新
田
村
を
蔵
入
地
化
し
、
翌
四
年
十
月
、
在
勤
中
の
京
都
か
ら
帰
国
さ
せ
た
側
近
木
村
秀
勝
を
、
同
村
の
代
官
に
任
じ
る
こ
と
で
支
配
を
本
格
化
さ
せ
た
。
秀
勝
の
私
邸
兼
代
官
所
で
あ
る
「
家
」
の
建
造
は
、
文
禄
四
年
十
月
か
ら
開
始
し
、
翌
慶
長
元
年
前
半
に
完
了
し
た
。
そ
の
「
家
」
は
、
防
御
の
た
め
空
堀
を
廻
ら
し
た
「
五
戸
館
」
（
「
木
村
館
」
）
内
に
所
在
し
た
。
「
五
戸
館
」
内
に
は
、「
蔵
」
も
建
造
さ
れ
、
代
官
所
附
属
の
施
設
と
し
て
年
貢
米
を
収
納
し
た
。
「
家
」
「
蔵
」
の
建
造
と
並
行
し
て
、
幹
線
街
道
（
の
ち
奥
州
街
道
）
を
「
五
戸
館
」
廻
り
に
軍
事
目
的
で
鉤
形
に
付
け
替
え
る
と
も
に
、
戦
国
期
に
す
で
に
新
田
村
内
に
所
在
し
た
「
町
」
（
大
町
）
を
そ
の
幹
線
街
道
沿
い
に
移
転
さ
せ
る
こ
と
で
「
五
戸
館
」
と
の
統
合
を
は
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
宿
駅
伝
馬
制
の
整
備
と
い
う
政
策
的
意
図
の
も
と
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
新
田
村
の
「
町
」
は
、
北
方
の
七
戸
か
ら
旧
居
城
所
在
地
で
あ
る
三
戸
間
の
中
継
地
点
（
宿
駅
）
と
し
て
再
編
さ
れ
た
。
新
田
村
代
官
所
の
設
置
は
、
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財
政
（
年
貢
収
納
）
だ
け
で
な
く
、
交
通
・
流
通
・
軍
事
な
ど
の
諸
機
能
を
「
五
戸
館
」
に
集
約
さ
せ
る
と
い
う
、
総
合
的
プ
ラ
ン
の
も
と
で
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
権
力
強
化
を
は
か
る
信
直
の
強
力
な
意
思
に
よ
り
強
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
新
田
村
の
「
町
」
で
は
、
三
斎
市
が
開
設
さ
れ
て
い
た
。
信
直
は
こ
の
三
斎
市
で
代
官
所
お
よ
び
附
属
の
「
蔵
」
の
建
造
に
用
い
る
膨
大
な
量
の
板
の
ほ
か
に
、
海
産
物
（
樽
鮑
・
蛸
・
海
鼠
・
鱈
）
、
高
級
衣
類
（
肩
衣
・
袴
）
、
家
財
（
畳
・
縁
付
・
縁
無
・
藺
草
）
を
、
代
官
木
村
秀
勝
を
通
じ
て
購
入
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
商
品
は
、
そ
の
品
位
の
高
さ
か
ら
、
単
に
家
政
運
営
に
関
わ
る
だ
け
で
な
く
、
大
名
権
力
の
再
生
産
維
持
と
権
威
獲
得
に
、
有
効
に
作
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
購
入
商
品
の
板
や
海
産
物
は
、
根
城
主
八
戸
氏
の
所
領
の
田
名
部
産
、
高
級
衣
類
・
家
財
は
領
外
の
船
持
商
人
が
北
国
海
運
を
通
じ
て
上
方
産
等
の
も
の
を
田
名
部
に
移
入
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
居
城
福
岡
城
の
城
下
町
機
能
が
低
度
で
あ
る
な
か
、
蔵
入
地
か
ら
確
保
で
き
な
い
商
品
を
、
田
名
部
に
依
存
す
る
体
制
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
三
斎
市
は
、
七
戸
―
三
戸
―
福
岡
間
の
宿
駅
伝
馬
制
の
整
備
、
八
戸
領
田
名
部
か
ら
の
商
品
流
入
が
示
す
よ
う
に
、
南
部
信
直
が
三
戸
お
よ
び
五
戸
・
六
戸
と
い
う
戦
国
期
以
来
の
狭
い
領
域
を
支
配
す
る
権
力
段
階
を
克
服
し
、
南
部
領
全
域
を
支
配
す
る
領
域
権
力
に
転
換
す
る
こ
と
で
有
効
に
機
能
し
た
。
豊
臣
政
権
へ
の
服
属
を
機
に
、
三
斎
市
は
、
領
域
権
力
で
あ
る
信
直
権
力
の
再
生
産
構
造
の
一
環
と
し
て
編
成
さ
れ
た
。
な
お
、
三
斎
市
で
の
購
入
に
用
い
ら
れ
た
貨
幣
は
銭
で
、
慶
長
初
期
、
信
直
の
手
元
か
ら
秀
勝
に
送
付
し
て
商
品
を
購
入
す
る
経
済
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
た
。
銭
は
、
奥
羽
各
地
で
通
用
し
て
い
た
地
域
通
貨
と
し
て
の
銭
と
同
様
、
領
内
支
出
貨
幣
（
領
内
流
通
貨
幣
・
領
内
環
流
貨
幣
）
と
し
て
機
能
し
た
。
２
「
覚
」
五
ヵ
条
の
再
検
討
本
論
文
の
目
的
の
一
つ
は
、「
奥
羽
仕
置
」
で
発
給
さ
れ
た
信
直
宛
の
「
覚
」
五
ヵ
条
の
検
討
で
あ
る
。
信
直
の
蔵
入
地
支
配
は
、
従
来
全
く
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
第
三
条
の
「
台
所
入
、
丈
夫
ニ
召
置
」
の
検
証
に
つ
な
が
る
。
新
田
村
の
蔵
入
地
支
配
に
つ
い
て
、
基
本
と
な
る
年
貢
米
は
、
百
姓
が
籾
の
ま
俵
に
詰
め
て
個
別
に
秀
勝
の
も
と
へ
納
め
、
収
納
後
は
、
蔵
に
保
管
す
る
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
年
貢
米
の
う
ち
一
部
は
扶
持
方
・
賄
米
に
あ
て
ら
れ
た
が
、
文
禄
・
慶
長
初
期
、
財
政
制
度
が
未
成
立
の
な
か
、
上
質
米
は
新
田
村
内
に
開
設
さ
れ
て
い
た
三
斎
市
で
売
却
（
地
払
）
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
信
直
が
、
そ
の
売
却
時
期
を
二
月
（
春
）
に
公
定
す
る
こ
と
で
米
市
場
を
統
制
下
に
置
き
、
年
貢
米
の
確
実
な
地
払
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
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な
お
、
そ
の
年
貢
米
の
地
払
で
確
保
し
た
の
は
、
全
国
通
用
貨
幣
の
「
金
」
（
砂
金
）
で
あ
っ
た
。
文
禄
・
慶
長
期
、
八
戸
氏
が
居
城
の
根
城
に
在
城
し
て
い
た
よ
う
に
、
南
部
領
の
譜
代
給
人
は
自
己
の
所
領
内
に
戦
国
期
と
同
様
居
館
を
構
え
て
在
地
し
て
い
た
。
そ
の
在
地
の
譜
代
給
人
に
対
し
て
信
直
は
「
金
」
を
貸
し
出
し
、
そ
の
返
済
業
務
に
近
隣
の
代
官
秀
勝
を
関
与
さ
せ
て
い
た
。
ま
た
、
秀
勝
は
彼
ら
に
年
貢
米
を
貸
与
し
て
い
た
。
信
直
権
力
と
は
、
譜
代
給
人
の
在
地
で
の
再
生
産
を
保
障
し
、
自
己
の
下
に
編
成
す
る
こ
と
で
成
り
立
つ
構
造
を
と
っ
て
い
た
。
信
直
宛
の
「
覚
」
五
ヵ
条
の
う
ち
第
四
条
に
は
、「
家
中
」
の
妻
子
を
「
三
戸
江
引
寄
、
可
召
置
事
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
条
文
は
あ
く
ま
で
も
「
妻
子
」
の
人
質
政
策
で
あ
り
、
給
人
の
城
下
集
住
を
規
定
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
た
。
文
禄
・
慶
長
初
期
の
蔵
入
地
拡
大
策
と
蔵
米
・
「
金
」
の
運
用
は
、
そ
の
在
地
の
譜
代
給
人
と
の
主
従
制
の
強
化
に
つ
な
が
り
、
信
直
権
力
を
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
上
、
本
論
文
で
は
、
「
豊
臣
大
名
」
南
部
信
直
の
権
力
構
造
と
、
そ
の
領
主
（
領
域
権
力
）
と
し
て
の
領
国
支
配
の
実
態
の
解
明
と
い
う
課
題
を
、
「
派
閥
抗
争
」
論
と
「
取
次
」
論
、
「
主
君
親
裁
体
制
」
と
書
状
、
蔵
入
地
支
配
、
「
覚
」
五
ヵ
条
の
検
証
、
と
い
う
視
角
を
設
定
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
古
文
書
学
・
歴
史
学
に
よ
り
明
ら
か
に
し
た
。
